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 今年度は、現計画（第２期計画）の中間評価、ならびに情勢変化を踏まえた施策内容の見直しを実施。
 次年度（令和７年度）は、次期計画（第３期計画）の検討を行う。

〈次年度以降の地域計画策定時の検討課題〉

1.看護師の人材確保(5/28 第1回会議 田中響委員)

2.必要に応じた地域性を考慮したKPI設定(5/28 第1回会議 柗見座長)

3.耐震ベッド･シェルター設置率のKPI設定の検討(8/6 第2回会議 柗見座長)

4.支援物資の荷札をバーコード化することによる輸送体制の円滑化(8/6 第2回会議 柗見座長)

5.気候変動を踏まえた下水整備 (8/6 第2回会議 柗見座長)

6.進捗が遅れている施策がある中で、施策の整理が必要(8/6 第2回会議 金田委員)

7.国土強靱化基本計画（R5.7月改訂）との調和、リスクシナリオの変更

8.国土強靱化実施中期計画（5か年加速化対策の後継計画、策定時期未定）との整合
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第2期計画(R3-R7)

今年度の会議
中間評価

第3期計画ｽﾀｰﾄ(R8～R12)

第3期計画
検討

防災・減災、国土強靱化のための5か年加速化対策（R3〜R7の5か年）

【今後のスケジュール】
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